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6
月
定
例
会

議決結果一覧表（平成27年６月射水市議会定例会）

番 号 件　　　名 結 果

第52号   平成27年度射水市一般会計補正予算（第１号） 可 決
第53号 平成27年度射水市病院事業会計補正予算（第１号） 可 決
第54号 射水市国民健康保険税条例の一部改正について 可 決
第55号 射水市介護保険条例の一部改正について 可 決
第56号 射水市営住宅条例の一部改正について 可 決
第57号 新たに生じた土地の確認について 可 決
第58号 字の区域の変更について（堀岡新明神字西浜に編入する区域） 可 決
第59号 字の区域の変更について（大字「小林」に編入する区域） 可 決
第60号  市道路線の廃止について 可 決
第61号 市道路線の認定について 可 決
第62号 動産の取得について 可 決

番 号 件　　　名 結 果

第 3 号   
専決処分の承認を求めることについて（平成27年専決処分第５号　
射水市市税条例及び射水市市税条例の一部を改正する条例の一部改
正について）

承 認

第 4 号 専決処分の報告について（平成27年専決処分第６号～第８号　和解
及び損害賠償額の決定） －

第 5 号 継続費繰越計算書について（一般会計） －
第 6 号 継続費繰越計算書について（下水道事業会計） －
第 7 号 継続費繰越計算書について（病院事業会計） －
第 8 号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計） －
第 9 号 建設改良費繰越計算書について（水道事業会計） －
第10号 建設改良費繰越計算書について（下水道事業会計） －

番 号 件　　　名 結 果

第 2 号   固定資産評価員の選任について 同 意

番 号 件　　　名　　　　　　

第 1 号   庄川右岸水害予防組合議会議員の選挙

番 号 件　　　名 結 果

第 1 号   平和憲法をこわす「安保法制」に反対する意見書採択を求める請願 不採択

［議　案］

［報　告］

［同　意］

［選　挙］

［請　願］

　本会議、常任委員会及び特別委員会の当日に市役
所新湊庁舎３階の議会事務局にお越しください。
　傍聴申込用紙に住所、氏名を記入していただきます。

（団体の場合は、傍聴席数の都合により、前日まで
に議会事務局へご連絡ください。）
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議会を見学しよう！ 市議会を傍聴してみませんか。
お気軽にお越しください。

手 続 き
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６月定例会クローズアップ

一般会計「１億１,６４６万４千円」増額の補正予算を可決

◇議案第52号  平成27年度射水市一般会計補正予算（第１号）

◇議案第53号　平成27年度射水市病院事業会計補正予算（第１号）

◇議案第55号　射水市介護保険条例の一部改正について

（他の可決した主な議案については、P8～P11を参照ください。）

予  算

条  例

可決した主な議案

　全国市議会議長会及び北信越市議会議長会から永

年勤続の表彰を受けられた議員へ、６月定例会一般

質問日の冒頭に議長から表彰状が伝達されました。

注）市議会議員になる前に町村議会議員であった場合は、その期間の２分の１を在職期間に加えて計算します。

【在職25年以上表彰】　四柳 　　允　議員
【在職20年以上表彰】　津本 二三男　議員
【在職10年以上表彰】　古城 　克實　議員
　　　　　　　　　　　津田 　信人　議員

（写真左から津田 議員、四柳 議員、津本 議員、古城 議員）

おめでとうございます
議 員 表 彰

　１億１,６４６万４千円増額（予算総額４０７億５,７４６万４千円）
【主な補正内容】
○ふるさと射水応援基金への積立
○祭礼用具・防災資機材購入補助（（一財）自治総合センターから）
○新湊漁港（西地区）の環境整備補助
○奨学金利用者の増に伴う予算の増額　など

　介護保険法が改正されたことから以下のように改正するもの
【改正内容】
　・所得段階が第１段階に該当する第１号保険者に対して保険料を「３３,３００円」から
「２９,６００円」に減額する。
　※平成27年4月から公費を投入し、低所得者に係る介護保険料の軽減強化を図ることとされた。

　１億７,０００万円増額（予算総額６９億７,９４５万２千円）
【主な補正内容】
○射水市民病院エントランスホール天井改修
○射水市民病院田中基金への積立金　　など



代表質問

一般質問

皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関
から報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関
から報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。
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①地方創生に向けての
本市の取組について

②新教育長の教育に対す
る基本方針について

③斎場整備事業について

④小杉駅、越中大門駅の
無料駐車場について

①平和行政と本市の平
和都市宣言について
⑴本市の平和都市宣言
について

⑵安全保障関連法案に
ついて

②教育環境の向上について

③改正道路交通法と自
転車事故防止への取
組について

現在、市で策定に向けた準備を
進めている射水市版の地方創生総合戦略
と昨年度策定した第2次射水市総合戦略と
の関連性と違いについて伺う。

平成26年度に策定した第2次
総合計画では、人口減少を大きな課題と
捉え、その解決につながる政策として、少
子高齢化・人口増加に関する政策、地域活
性化に関する政策、さらには人づくりに関
する政策などを「射水未来創造プロジェク
ト」と位置付けている。
　一方、現在策定中の射水市版総合戦略
では、住みやすい「まち」を目指すことで、
他の都市から「ひと」を呼び、「ひと」が集
まることで、新しい「しごと」が生まれ、住
みやすい「まち」へと進化していく好循環
を確立し、人口減少の克服、地域の活性化
を図っていくこととしている。しかしなが
ら、政策全般を視野に入れる総合計画と異
なり、射水市版総合戦略は人口減少の克服
や地域の活性化に特化したものであり、地
方創生の実現を目指す、いわば行動指針に
なるものである。

射水市教育振興基本計画に掲
げる基本理念及び4つの基本目標をどのよ
うに受け止め、新教育長としての今後の教
育に対する考え方について伺う。

選ばれるまちの実現に向けて掲
げられた「生み育て 学ぶなら射水市へ」の
言葉がある。学ぶということは、なりたい
自分を見つけ、それに向かって努力するこ
ととも言われる。自分づくり、人づくりは、
まちづくりの根幹を成すものであり、教育
委員会が担う責任の重さを感じている。
　大人も子供も様々な世代の人たちがそ

本市の平和都市宣言には、どの
ような想いと願いが込められているのか。

平和都市宣言文において、世界の
恒久平和、核兵器の廃絶と非核三原則の厳
守、戦争の悲惨さを子々孫々に伝え平和を守
る行政を行うと記載されているとおりである。
今後もこの平和都市宣言を遵守し、平和行政
に取組んでいく。

今国会で審議中の安全保障関
連法案は、戦争ができる国を目指す「戦争
法案」であることから、本市の平和都市宣
言とは相容れないと市民に対して表明すべ
きでは。また、市長会等を通じ国に対して
廃案もしくは今国会で成立させないことを
要請すべきでは。

国における審議の推移を十分
見守っていきたい。現時点においては考え
ていない。

小学校の普通教室にもエアコ
ンの設置を。

れぞれにかかわりあう中で、なりたい自分
を見つけ、それにむかって努力する。そんな
人たちに満ちあふれた本市の姿を描きな
がら、質の高い教育の実践、学びやすい教
育環境の充実、文化・スポーツの振興など、
様々な教育施策を推進し、より豊かな学び
を生むふれあいづくりに努めていきたい。

今年度事業で斎場の基本設計
に係る事業費が計上されているが、現在の
進捗状況並びに今後の進め方について伺う。

従前から答弁しているとおり、
現斎場の立地場所で改築整備を行うこと
は極めて難しいことから、移転整備に向け
て取り組んでいる。この事業を進めるに当
たっては、なによりも周辺住民の理解と合
意が必要不可欠であり、慎重に選定作業を
進めている。

ＪＲ西日本が実施していた長距
離列車利用者のための無料駐車場サービ
スについて、あいの風とやま鉄道では廃止
になっているが当局の見解を伺う。

ＪＲ西日本の時は小杉駅に15
台分、越中大門駅には7台分の無料駐車場
があったが、現在は利用できない状況であ
る。今後利用者の利便性の維持・向上に向
け、無料駐車場サービスの取り扱いについ
て、最大限、利用者に配慮されるよう働き
かけていきたい。

市内小学校の全ての普通教室
にエアコンを整備する場合、対象となる教
室数が250近くになるほか、受変電設備の
改修やエアコン機器設置等に少なくとも
4億円を超える設置費と毎年1千万円以上
のランニングコストが見込まれることから、
設置は難しいと考えており、グリーンカー
テン設置などによる温度の低減効果を引
き続き検証したい。

小中高生や高齢者などの市民を
対象とした改正道路交通法の内容周知や
マナー向上策を警察などの関係機関と連
携し、今後どのように取組むのか。

引き続き交通安全教室を草の
根的に実施するとともに時期を捉えた交
通情報や法律等の内容をタイムリーに提
供していく。

その他の質問

◦連携中枢都市圏構想について
◦行財政改革の推進について
◦介護保険法の改正に伴う施策の進捗状況について
◦空き家対策の推進について
◦世界で最も美しい湾クラブへの加盟について
◦小杉インターパーク整備事業の進捗について

その他の質問

◦子育て支援について

▶

▶

【自民議員会】

伊勢 　司 議員

小島 啓子 議員

代表質問

一般質問

問① ▶▶▶

問①-⑴ ▶

問①-⑵ ▶

問② ▶▶▶

問② ▶▶▶

問④ ▶▶▶

問③ ▶▶▶

問③ ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶



一般質問 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関
から報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。
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①新たなイベントの創
出について

⑴帆船まつりの開催につ
いて

⑵タモリカップへのかか
わりについて

⑶全国規模の夏のイベン
ト開催について

①６次産業化の取組に
ついて

②医療保険制度改革に
ついて

③ドクターヘリの活用
について

①移住・定住促進政策
について
⑴「きららか射水」移住支援事業について
⑵「地域おこし協力隊」について

②防災対策について
⑴災害時相互応援協定について
⑵ドローンの有効活用及び使用
規制について

③救急業務について
現場到着時間及び病院収容時
の短縮について

射水市でも交流人口の増大を目
指して、全国規模のイベントの開催が必要で
あり、長崎市で開催されている帆船まつりを
例に観光の目玉である帆船海王丸を活かし
た帆船まつりを開催すべきと考えるが当局の
見解を伺う。

世界で最も美しい湾を舞台に「帆
船まつり」の開催ができれば、夢のあるまつ
りであり、射水ベイエリアをＰＲする格好の
イベントである。しかし、海王丸パークで多数
の帆船を寄港、接岸させ長崎と同規模のイベ
ント開催は現在の港のキャパシティでは難し
いと思われる。

本年7月に海王丸パークでヨット
レース「タモリカップ」が開催され多くの来場
者が見込まれる。大会成功に向けた本市の取
組はどのようにされるのか当局の見解を伺う。

大会開催にあたり、タモリさん本
人が、地元ヨット関係者等を中心とした大会

本市において6次産業化に取り組
む意義とビジョンについて伺う。

本市には海、川、野、里山といっ
た恵まれた環境があり農林水産物をはじめ
とする優れた地域資源が豊富にあることか
ら、様々な事業者と連携しながら加工開発す
ることによりその付加価値を高めたい。そし
て新商品の開発や販路開拓を目指す本市独
自の持続性のあるビジネスの創出を図ってま
いりたい。

医療費適正化への取組の一つと
してジェネリック医薬品の利用促進を図るこ
とにより医療費を抑制し国保運営の安定化
を図ることが重要であると考える。本市にお
ける利用率と財政面でいくらの節減効果を
上げているのか。また今後、本市としても数
値目標を決めて取り組むべきだと考えるが見
解を伺う。

本市におけるジェネリック医薬品

本平成25年度からの「きららか
射水移住支援事業」について、実施状況と課
題について伺う。

平成26年度に1世帯が本事業補
助金の適用を受けている。空き家バンクの登
録物件が増加しないことや賃貸物件への問
い合わせが多く、要望にお応えできない実情
である。

都市圏から地方地域で新たな人
材として受け入れ、地域住民と協力して地域
力の充実・強化を図ることを目的とした、国の
「地域おこし協力隊」事業を本市において導
入することについて検討してはどうか。

地域の活性化や定住対策として
は有望な施策と認識していることから、制度
の実態等への理解を深め、可能な限り早期の
実施に向けて検討していく。

県内呉西地区6市の内5市が東海

運営を望んでおられ、市としては、前夜祭会
場においての観光案内や特産品販売に出店
するほか、関係者のスムーズな会場間の輸送
への協力等、大会を側面から支援する。

「タモリカップ」を継続開催し、
先に提案した帆船まつりとタイアップするこ
とで全国規模のイベントとすることが可能と
考えるが、当局の見解を伺う。

「タモリカップ」の継続開催につ
いては、来年以降も継続していただけるよう
要望していく。全国規模のイベントについて
は現在のところ市が主導し実施する考えは
なく、タモリカップの開催を軸として、セーリ
ング連盟や民間応援組織「美しい富山湾クラ
ブ」等民間団体との連携を模索していく。

の利用率は4月調剤分で40.1％であり、昨年
同月比で3.8ポイント増となっている。財政
面での削減効果は4月調剤分で560万円、1
年に換算すると6,720万円となる。数値目標
の設定については患者負担の軽減及び保険
財政の健全化につながることから厚労省が
掲げる「平成32年度までに80％以上」を目
標とする。

8月末からドクターヘリが始動さ
れる。救命率向上や後遺症の軽減に県民の
期待が高まっているが、出動基準及び市民病
院の受け入れ体制を伺う。

出動基準については運航調整委
員会において定めた「運航要領」に災害現場
出動に関するものと転院搬送に関する基準
が定められている。また搬送受け入れ体制に
ついては市民病院に一番近い新港の森陸上
競技場に飛来したヘリから救急車により搬送
することになる。

地域の自治体と協定を締結している。本市も
東海地域と協定締結が必要と考えるが見解
を伺う。

東海地域とは、東海北陸自動車
道でつながっており、災害時相互応援協定締
結を働きかけていく。

災害現場の被災状況の把握や救
助活動情報の収集にドローンを活用すること
について見解を伺う。

災害現場の情報収集や農業分野
での利用など幅広い分野で利活用され始め
ており、活用について検討していく。

救急出場時の時間短縮への具体
的な取組について伺う。

本年度より通信指令員の増員で
レベルアップを図っている。本年12月完成予
定の消防・救急デジタル無線指令システムの
導入により時間短縮につながる。

その他の質問

◦選ばれるまちへについて
◦コミュニティバスについて

▶

▶

▶

山崎 晋次 議員

古城 克實 議員

島 　正己 議員

一般質問

一般質問

一般質問

問①-⑴ ▶

問① ▶▶▶

問①-⑴ ▶

問②-⑴ ▶

問①-⑵ ▶

問①-⑵ ▶

問①-⑶ ▶

問② ▶▶▶

問③ ▶▶▶

問③ ▶▶▶

問②-⑵ ▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶



62015.７.31� いみず市議会だより

①あいの風とやま鉄道
について

②小杉地域の交流拠点
整備について

③安全保障関連法案
（戦争法案）について

①出生率について（本
市の実態と第二子の
壁）

②ふるさと射水応援寄
付金について

①生活困窮者自立支援
制度について

②公職選挙法の改正に伴
う主権者教育について

③公共交通機関の利便
性の向上について

ＪＲからあいの風とやま鉄道に経
営主体が移行したことにより、朝の通勤通学
時間帯では混雑し、富山駅19時53分発金沢
行きの電車においては、すし詰め状態が発生
している。この解消を市の緊急課題として位
置付け、県やあいの風とやま鉄道に働きかけ
るよう求めたいがどうか。

あいの風とやま鉄道に対し、利用
実態に即した利便性の確保が図られるよう強
く要望していく。

地域交流拠点は、地域内の人と人
との接点を生み出す交流拠点であり、少子高齢
化社会の中で、地域活力を維持し地域の創造力
を生み出す上で重要である。小杉地域では現小
杉庁舎のエリアがこれに適した場所と考えるが、
当局の方針は小杉庁舎跡地ではなく小杉社会
福祉会館に周辺施設の機能を集約していくとさ
れた。小杉全域の人が集う交流拠点として小杉

平成26年の国の合計特殊出生率
が9年ぶりに低下し、その要因として、第二子
の出生数の減少が顕著になっている。本市に
おける第一子、第二子、第三子以上の区分に
よるそれぞれの出生数を伺う。これまでの本
市の子育ての経済的支援は、保育料の無料
化をはじめ第三子以上の多子世帯に重きを
置いた施策になっていると思われる。今後は、
第二子世帯への支援強化も必要と思うが見
解を伺う。
　また、本市における出生率の数値目標の設
定について、見解を伺う。

本市における平成26年の第二子
の出生数は、前年比5.4ポイント増えており、
今のところいわゆる「第二子の壁」はないと
考えている。子育て支援については、総合的
でより効果的な支援策を検討していく。

本制度の周知、相談体制の実施
形態、必須事業と任意事業の対応、対象者の
把握、及び個別的な支援と継続的かつ包括的
な支援確保のための相談支援員確保等につ
いて、市としてどのように取り組んで行くのか。

周知については、市及び市社協の
広報並びに各種団体への周知に努めている。
実施形態については、市社協に委託し「射水
市生活自立サポートセンター」を立ち上げ、自
立の支援（必須事業）強化に努めている。ま
た、任意事業については、必須事業の実施状
況を踏まえ、必要となった場合に実施してい
きたい。対象者の把握については、市民生委
員児童委員連絡協議会等に協力依頼を行っ
ている。相談支援員については、現在２名配
置しているが、他市の状況も見ながら支援体

社会福祉会館は適地と言えるのか。駐車場が狭
いという課題をどのように解決するのか。

小杉社会福祉会館については、
福祉活動や市民交流の場として引き続き活
用していくために再整備を検討している。今
後、必要に応じて周辺施設の集約も含めて検
討を行っていくが、その際は駐車場の課題も
あわせて検討する。なお、地域交流拠点につ
いては大変重要であると認識している。

多くの研究者からも今回の法案
は憲法に違反するとの指摘がなされているが、
市長の見解を伺う。

市として違憲か合憲かの見解は
差し控えさせていただきたい。

　出生率の数値目標設定については、出産は
あくまでも個人の自由な意思決定に基づくも
のであることから、適切ではないと考える。

平成26年度のふるさと納税は、
1,701件、3,868万円と飛躍的に増加してい
る。ついては、本市を選定してもらっている
理由や今後の寄付金額に応じた特産品の品
揃え、市内の薬業組合等の団体へのＰＲの協
力要請などについて伺う。

本市を選んでもらっている理由は、
ベニズワイガニなどの特産品の拡充やクレ
ジット納付を採用していることが功を奏して
いる。今後は、寄付額に応じた特産品目の更
なる拡充や薬業組合等へのＰＲ協力について
協議を行っていきたい。

制の強化を検討していく。
公職選挙法の改正に伴う主権者

教育について伺う。
主権者教育については、これまで

も取り組んできたところであるが、法改正に
伴う国・県の動向に注視しながら、引き続き、
主権者としての自覚を育む教育に取り組んで
いきたい。

コミュニティバス及びデマンドタ
クシーの利便性の向上について伺う。

診療棟の改築が進む市民病院や
建設中の新庁舎など、本市の新たなまちづく
りを考慮し、更なる利便性の向上を図りなが
ら、より便利な交通ネットワークの実現につ
なげていきたい。

その他の質問

◦医療保険制度改革を背景とした健康づくり支援について

その他の質問

◦原子力防災について
◦生活保護について
◦新庁舎建設について

▶

▶

▶

津本 二三男 議員

吉野 省三 議員

不後 　昇 議員

一般質問

一般質問

一般質問

問① ▶▶▶

問② ▶▶▶

問① ▶▶▶

問② ▶▶▶

問① ▶▶▶
問② ▶▶▶

問② ▶▶▶

問③ ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶
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一般質問 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関
から報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

いみず市議会だより� 2015.７.31

①地方創生とバイオマ
ス産業について

②マイナンバー制度に
ついて

射水市版総合戦略の策定にあた
り、国からの情報及び人的支援の有効活用の
現状について伺う。

国は地方自治体の地方創生の取
組を積極的に支援することとしており、地域
経済分析システムや当該地域に愛着のある
国の職員が選任される、地方創生コンシェル
ジュといった相談窓口を活用していきたい。

バイオマス産業都市として全国的
にも独自性のある「もみ殻の有効利用」につ
いて、地方創生を追い風にした今後の展望に
ついて伺う。

もみ殻の研究開発においては本
年度から異分野の工業化への進出を目指し
早稲田大学と共同研究協定を締結し、ナノテ
クノロジーを駆使した新素材の研究・開発に
着手した。

マイナンバー制度導入に向けた準
備状況について伺う。

庁内の関係部局で構成する「社
会保障・税番号制度推進本部・プロジェクト
チーム」を設置し、推進体制の明確化と業務
分担を行い準備作業を実施してきた。引き続
き関係部局間で十分に連携しながら本制度
の円滑な運用開始を目指したい。

個人番号カードの射水市独自の
利用方法について伺う。

カードに内蔵されている電子証明
書を利用した独自利用として、平成28年4月
からコンビニエンスストアでの住民票の写し
や税証明等の交付を行うこととしている。ＩＣ
チップの空き容量を利用した独自利用につい
ては、システム改修費が必要となるほか、運用
上解決しなければならない課題が多く即時の
利用は今のところ難しいと考えている。

その他の質問

◦6次産業化への取組について

▶

瀧田 孝吉 議員

一般質問 問①-⑴ ▶

問②-⑴ ▶

問②-⑵ ▶

問①-⑵ ▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

答 ▶▶▶

県外からの行政視察を受け入れています。

月日（曜日） 訪問市等 人数 調査事項

5月12日（火）神奈川県 秦野市 3名 ・クレジットカードによる市税納付について
・ペイジー口座振替受付サービスについて

13日（水）岩手県 奥州市 9名 ・子育て支援隊について
・子どもの権利支援センターについて

14日（木）大阪府 茨木市 8名 ・協働のまちづくりについて

15日（金）愛媛県 今治市 10名 ・下水道事業の地方公営企業法の適用について
・射水市下水道ビジョンについて

19日（火）大阪府 松原市 13名 ・「協働のまちづくり」について

29日（金）宮城県 富谷町 8名 ・みえる・わかる・わかり合えるミーティングについて
・部長の政策宣言について

6月 2日（火）秋田県 にかほ市 10名 ・射水市バイオマスタウン産業都市構想について
・もみ殻を活用した発電事業に向けた取組について

4日（木）岩手県 釜石市 4名 ・地域公共交通について

11日（木）長野県 松本市 3名 ・デマンドタクシーについて

7月 1日（水）神奈川県 逗子市 10名　・富山型デイサービスについて

3日（金）栃木県 真岡市 　8名 ・公共交通プランについて

7日（火）山形県 村山市 　6名 ・地域ブランド戦略について

8日（水）大阪府 貝塚市 　5名 ・新庁舎整備について
・射水市観光・ブランド戦略の取組について

9日（木）埼玉県 戸田市 15名　・コミュニティバス、デマンドタクシー、民間路線バスによる地域公共交通事業について
・射水市公共交通プランついて

10日（金）
東京都 西東京市 11名　・バイオマス産業都市の取組について

千葉県 市川市 　3名 ・大島絵本館の運営について

13日（月）奈良県 葛城市 12名　・耕作放棄地解消のための農地貸し借りについて

14日（火）秋田県 能代市 　3名 ・射水ブランドについて
・空き家対策について

16日（木）静岡県 伊豆市 10名　・中学校の統廃合について

27日（月）山形県 山形市 　6名 ・先進的ICT遠隔医療システムについて

　射水市議会では、各種事務事業について議会関係者の皆さまから行政視察の受け入れを行っています。５月以
降、20議会が当市議会を訪れました。
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特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審査内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します

問

問

問

問

答

答

答

答

　当市における地方創生総合戦略の策定に向けての考え方について伺う。

　富山新港のコンテナヤードは現在333ｍであり、将来的にはこれを530ｍとする延伸計画があるとの
ことだが、全工区が完成するのはいつ頃なのか。

　海王丸パーク等に設置されている、レンタサイクルの利用実績について

　漁業振興基金を活用した新湊漁港西地区の環境整備費の補正予算が計上されているが、解体後の整備
計画について伺う。

　今回の地方創生総合戦略では、これまで課題としてとらえられてきた人口減少の克服や地域の活性
化のほか、若者の定着に向けたⅠターン、Ｕターンなどの諸問題に対してどのように取り組み、市民
の便益を高めるのかを検討する。また、市のこれまでの取組を活用し、未来に向けた戦略を策定できる     
大きなチャンスであると捉えている。
　当市における今後の人口については、実際に推計を行っても減少傾向で推移することから、人口の減
少が緩やかなものとなるよう、子供を増やし若者が定着できる「攻めの戦略」を推進していきたい。
　今回の地方創生をきっかけとして、将来の射水市にとって、より良い未来に向けた取組や方向性を総
合戦略の中で打ち出していきたいと考える。

　本年度から延伸整備が75ｍ行われる。それ以降の計画については未定である。

　現在、市内にレンタサイクルを設置しているのは、海王丸パークと川の駅であり、休日等には内川及
び射水ベイエリアの散策に利用されている。

　今回の漁港西地区整備については、今秋に開催される「全国豊かな海づくり大会」に向けて新湊漁協
が事業主体となって実施するもの。整備内容としては、建築後、約半世紀余りが経過しており、また、
昭和62年の東漁港開業以降、使用されていない西地区の漁具倉庫や旧荷捌場などが老朽化により景観
の悪化を招いていること、さらに周辺にゴミが放置されるなど、環境的にも好ましくない状況にあり、
地元からも早期の着工を望む声が多かったことから、これらの施設を解体して更地に戻し、所有者であ
る県に返還する計画である。
　事業費の内訳としては、当該施設の解体費及び廃材の撤去や舗装復旧費用などであり、解体後の計画
については、当該地が漁業の振興に資するものでなければ占用できないなどの制限があることから、県
や新湊漁協とも協議し、安全対策も含めて計画に盛り込むよう協議を進めてきたところである。

予　　　算
特別委員会

港 湾 振 興
特別委員会

　一般会計の歳入歳出予算に、それぞれ1億1,646万4千円を追
加し、予算総額を407億5,746万4千円とする補正予算です。

平成27年度射水市一般会計補正予算（第１号）

　議案1件を可決しました。



9 いみず市議会だより� 2015.７.31

常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審査内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します

総 務 文 教
常任委員会 　４月30日に入札を行った消防ポンプ自動車２台の購入（約5,162万円）に

当たり、条例において、予定価格２千万円を超える動産を買い入れる場合
は、議会の議決を要するとされていることから、議会の議決を求めるもの。

　原子力規制委員会が定める「原子力災害対策指針」が、平成27年４月に改定され、射水市が位置する
UPZ外（原子力発電所から30㎞よりも外側）における防護措置の実施方策や予測手法等が改定された。

　加速する「人口減少」は、市政運営の根幹にかかる大きな課題である。この対策として、都市としての
魅力をさらに高め、定住人口の増加につなげるため「射水市人口ビジョン」と「射水市まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を策定する。

問

問

問

問

答

答

答

答

　今回の「原子力災害対策指針」改定により、UPZ外における「安定ヨウ素剤」の服用が、「効
果的に実施可能な防護措置とは言えない。」とされたが、本市の今後の備蓄方針を伺う。

　先日、本委員会の行政視察で岡山県高梁市に伺った。高梁市では考え得る様々な人口減少対策
をとっておられたのだが、それでもなかなか人口減少が止まらない状況であるとのことであっ
た。対策の難しさを改めて感じたが、人口減少対策に取り組むに当たり、市の考えを聞きたい。

　消防分団に配置する消防ポンプ車は何年ごとに更新しているのか。

　今回購入する消防ポンプ車２台は、射水消防署と新湊消防署の各１台を更新するものであり、金
額が大きいため議会の議決を求められているが、消防分団に配置する消防ポンプ車の場合には、予
定価格が議会の議決が必要な２千万円を超えないため、議決を求められない場合があると思われる。
　消防署と消防分団に配置する消防ポンプ車の金額に差があるということは、性能にも差があるのか。

　今回整備する消防署配置の消防ポンプ車２台には、泡放水をする機能（圧縮空気泡消火装置）
がついているが、分団に配置するポンプ車にはその機能が付いていない。

　22年を目途に更新している。これは車のメーカーが持っている部品の
保有期限が22年とされているためであり、その期限までは、故障しても
なんとか修理をしながら、各分団で大切に使用してもらっている。

　原子力規制委員会は「UPZ外の地方自治体においては、安定ヨウ素剤を備蓄する必要はな
い。」としている。富山県は、射水市等における40歳未満の住民用の「安定ヨウ素剤」を備蓄し
ているが、国の指針改定を受け、今後、安定ヨウ素剤の更新を行わないこととしている。
　本市では、県が備蓄していない40歳以上の市民の安定ヨウ素剤を備蓄しているが、その使用期
限を平成28年３月に迎える。指針の改定内容や、近隣自治体の状況も参考にしながら、今後の対
応を判断したい。

　人口減少の克服には、若い世代が増加し、出生率が上昇しなければならず、今よりもさらに子
どもを生み育てやすい環境づくりが必要である。そのためには、経済的支援だけでなく、学びの
環境の充実、空き家の活用も含めた転入者の受け皿づくり等、多様な施策が必要であり、「人口
ビジョン」、「総合戦略」の内容を検討する中で、どのような施策が効果的なのか、全庁的に連携
するとともに、外部の有識者等からもご意見をいただき、深く検討したいと考えている。

原子力災害対策のための「安定ヨウ素剤」の今後の備蓄方針は。

人口減少克服に取り組むに当たり、市の考えは。

動産の取得について（議案第 62号）

　議案4件を可決しまし
た。
　所管事務について8件
の報告を受けました。
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　地方税法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、条例
について所要の改正を行うもの。
＜主な改正内容＞
・賦課限度額の引上げ
・軽減対象の拡充（軽減判定のための所得基準の改正）

　平成26年度コミュニティバス利用状況 ⇒ 総利用者数：381,111人（前年度比　△139人　△0.0％）
　平成26年度デマンドタクシー利用状況 ⇒ 総利用者数：13,191人（前年度比　△1,167人　△8.1％）

　平成26年度総利用者数：過去最高の1,253,912人（前年度比　＋5,560人　＋0.4％）

問

問

問

問

答

答

答

答

　コミュニティバスを利用すれば市全域から新庁舎へ行くことができるようになるのか。

　万葉線は高岡駅に乗り入れることによって利用しやすくなり、利用者も増えたと思う。海王丸
パークまで万葉線が延びればもっと利用者が増え、海王丸パークへの来場者数も増えると考える。
万葉線の延伸について調査をしていたかと思うが、今後の見通しについて伺う。

　デマンドタクシーは市民病院や小杉駅南口など目的地が決まっているが、目的地外での降車や
市外への利用など、柔軟に対応できないのか。

　これ以上の利用者増は見込めないと思うので、何か仕掛けを考えなければならないと思うが見解は。

　新庁舎への新しい路線のほか、大島庁舎、布目庁舎への直接的な路線も考慮する必要がある
が、小杉駅や市民病院を経由し、乗り継ぎで市全域から新庁舎へ来ることができるよう、既存の
路線の見直しを含め考えていきたい。

　万葉線の海王丸パーク周辺への延伸については、万葉線も一つの移動手段であると捉えており、他にも
電動の周遊バスなど、周辺の活性化を促すような様々な移動手段を費用対効果の面も含め検討している。

　デマンドタクシーは乗り合いタクシーという性格から、一人の方の要望にお応えすれば他の人に迷惑が
かかり、また、対応が際限なく広がってしまい成り立たなくなるため、厳格に対処させていただきたい。
　また、市外への利用については、デマンドタクシーはあくまで市域内への移動のためのもので
あり、そのような場合は民間のタクシーを利用いただければと考えている。

　万葉線のみでの魅力では難しく、首都圏における観光地のＰＲと合わせることも必要と考える。
　また、万葉線による観光振興については、庁内の部署が一体となって取り組む事項であると考
えている。５月に関連各課が集まり、北陸新幹線開業後の２次交通対策も含め、どうすれば観光
振興につながるか話し合っており、今後も継続して協議し、射水市全体の観光振興につなげたい。

新庁舎建設後のコミュニティバス路線はどうなるのか。
また、デマンドタクシーに柔軟性を。

万葉線の海王丸パークまでの延伸など、利用者の増加につながる取組を。

民 生 病 院
常任委員会

問

答

　今後、国民健康保険の保険者が市から県に移行されることなどにより、条例改正は続いていく
ものと思われる。県の指示のもと市が国民健康保険を運営していくこととなるが、財政調整基金
の活用方法について、市の判断で使用してもよいのか。

　県への移行は平成30年度からである。現在市が保有している財政調整基金は県に拠出する必
要はないと聞いており、その活用については、今後の国民健康保険税の財政運営において、例え
ば、予測しがたい事項への活用をはじめとした赤字への対応を想定している。

射水市国民健康保険税条例の一部改正に
ついて（議案第 54号）

　議案３件及び報告１件
を可決しました。
　所管事務について４件
の報告を受けました。
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常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審査内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します

産 業 建 設
常任委員会

　老朽した戸破市営住宅の用途を廃止し、取り壊しをするため、条例を改
正するもの。

　地元消費の拡大、地域経済の活性化を図るため、７月１日から「プレミアム付き商品券」（１セット
12,000円を10,000円で１世帯３セットまで購入可能）を販売。
　登録の商品券取扱店で７月１日から10月31日まで使用できる。

　本市の魅力を県内外にＰＲする絶好の機会ととらえ機運醸成はもちろんのこと、おもてなしや賑わいづ
くりに向け取り組んでおり、９月23日から10月23日までの１か月間、品川駅前のフルカラービジョンでＣ
Ｍを放映する。

問

問

問

問

答

答

答

　商店街連合会では商品券で買い物をした方に抽選券を渡すと聞いたが、商工会議所や商工会で
はこの事業の実施に当たり何か企画しているのか。

　市内には県営住宅もあるが、住んでいた地域で市営住宅に入居を希望する方がある。現在の市
営住宅は地域の偏りがあるのではないか。

　県外（品川駅）でのＣＭ放映をYouTubeや本市のホームページに流すことは考えていないのか。

　市内外から訪れる方に射水市の良さをわかってもらうには、放流会場から内川など射水市内へ
来ていただくことが必要であるが、どのようなことを考えているのか。

　新湊商店連合会や商工会では、加盟店でプレミアム付き商品券を使用した場合、旅行券や買い
物券が当たるダブルチャンスを企画されており、地元商店や飲食店等で大いに利用していただき
たいと考えている。

　ＰＲ用のＤＶＤの作成を考えており、市のホームページにアップしたいと考えている。

　県外からの来訪者は宿泊先から放流会場へバスで訪れるので、そのバスを内川などへ誘導でき
ないか検討していきたい。

「プレミアム付き商品券」を利用した、更なる地域活性化の
企画は。

「第 35回全国豊かな海づくり大会」の開催に当たり、市へ
の誘客の検討を。

射水市営住宅条例の一部改正について
（議案第 56 号）

　議案3件をいずれも可
決しました。
　所管事務について3件
の報告を受けました。

問

答

答

　地方創生人口増対策や若い世代への施策として、新たな整備計画
はあるのか。

　公営住宅という観点から県営住宅の状況なども踏まえ、市内全体として公営住宅の在り方を検
討する必要があると考えている。

　平成22年から10年間の「射水市住まい・まちづくり計画」を策定し
市営住宅の戸数を示しており、現在の戸数は目標戸数を満たしている。
そこには、社会情勢の変化などの対応は付記しているが、市営住宅（公
営住宅）は低所得者や住宅に困窮している方を対象にしている。そのた
め、人口増対策や若い世代だけを対象とした整備は難しいと考えている。



次の定例会は９月
　会期日程は、決定次第ホー
ムページに掲載いたします。
　くわしくは、議事調査課

（Tel：82-1950）までお問い
合わせください。

　　　いみず市議会だよりは、
２月、５月、８月、11月に発行
します。皆さんの生活に密接に
関わる議会の活動を身近に感じ
てください。

議会を読もう
　　　市政について意見や要望
を請願書や陳情書として直接市
議会に提出できます。提出方法
などは、お気軽に議事調査課へ
お問い合わせください。

議会に参加しよう

　6月定例会では　全国的な地方創生の流れの中で射水市版総合戦略策定に向けて、先ずは人口ビジョンの素案

が当局より示されました。今後、確実に進む人口減少社会に対応するため、射水市の将来人口に見合った行政

サービスの提供と「まち・ひと・しごと」を創生する攻めの戦略の両立をどのように図るかが問われています。こ

れは議会・行政そして市民の皆さんが共に知恵を出し合い射水市の自治体経営を抜本的に見直していくチャンス

でもあります。また今回、議会改革に向けての議員懇談会、そして議会改革検討委員会がスタートしました。市

民の皆さまの更なる期待にお応えするため、より進んだ議会を目指し今後も弛まぬ努力を重ねていく所存です。

中村　文隆 議会広報編集委員

［委員長］山崎　晋次　［副委員長］吉野　省三
［委　員］堀　　義治、石黒　善隆、不後　　昇、竹内美津子、中村　文隆、四柳　　允●議会広報編集委員会

編集後記

議会通信

行政視察報告

　常任委員会ごとに行政視察を行い、所管事務に関する他の自治体等の先進的な事業を調査してきました。

○ 岡山県倉敷市：ファシリティマネジメントについて
○ 岡山県高梁市：定住人口増加対策について
○ 島根県雲南市：廃校を利用した地域自主組織の取組について
　　　　　　　　（民谷交流センター）

▲ 民谷交流センターにて

▲ 鉄道総合技術研究所にて

小田原市役所にて 

▲

○ 群馬県富岡市：富岡市景観計画、富岡市再生整備計画事業について

○ 首都圏外郭放水路（埼玉県春日部市）

○ 公益財団法人鉄道総合技術研究所（東京都国分寺市）

○ 長野県佐久市：健康寿命のための福祉政策について

○ 神奈川県小田原市：介護予防事業について

○ 静岡県富士宮市：富士宮市立病院の経営について

総務文教常任委員会（5月25日～27日）

産業建設常任委員会（5月19日～21日）

民生病院常任委員会（5月18日～20日）


